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国際ロータリー会長
ゴードン R．マッキナリー

会長 城戸 総一郎

私たちの行動から希望が生まれる
活力あふれる楽しいクラブを築こう！

来週の例会

■ 10月26日（木）

 第2回クラブフォーラム

「創立60周年記念式典について」

■ 例会後 第2回創立60周年実行委員会

例会日：2023年10月19日
（令和5年10月19日）

■ 本日の卓話

 「自己紹介」

    森川 晃介 君

■ 今日の歌 「日も風も星も」

ピアノ 岩島 佳子 先生

爽やかな風が吹く中、先週14，15日と枚岡神社の「秋郷祭」が開催され、14日は宵宮祭が執り行われました。私も当クラブの代表と

してご神殿に玉串拝礼をさせていただき、五穀豊穣の感謝とお礼を申し上げて参りました。３年振りの直会では大勢の関係者の方々

が久し振りの再会にゆっくりと談笑されていて改めて人が集うことの有り難さを感じることが出来ました。

さて、私事ですが私は2代目経営者として２１期目の決算を終え、お陰様をもちまして

５３期連続で納税を行う事が出来ました。これも偏に地域の皆様にご愛顧いただけるお陰と感謝申し上げます。 ところで、弊社が所

属する「日本経営合理化協会」理事長が発信されている「繁栄の着眼点」という一節に親から子へ「事業へのこだわり」を伝承すると

いうフレーズがありましたのでご紹介させていただきます。

皆さんが親から子へ引き継ぐ「こだわり」とは何でしょうか？

「不易流行」、変えるべきものと変えてはいけないもの、本業と新事業、既存商品と新商品、オンラインとオフライン、組織規模等々何

かしらあると思います。

「成長拡大戦略と安定戦略」がありますが「成長拡大」をどう捉えるかは会社によって違います。京都の「山ばな平八茶屋」さんは、４

４０年の歴史を持つ老舗の料亭で唯一無二の店舗であり、決して店舗展開をされておられません。そこに食べに行くことが全てで、ど

うやってお客様に来ていただくか、また繰り返し、繰り返し、繰り返し来ていただくかが永遠の課題と仰っています。 また、日本経営

合理化協会は先代の時代から「人をむやみに増やさず、少数精鋭でずっとやっていく」ことを決めておられます。人を増やせばその

人たちを食べさせるために商品を増やし売上を上げていかなければならない。そうすれば商品の粗製乱造が始まり、一商品あたりの

クオリティが下がる恐れも出てくる。そうなれば信用にかかわる。という危機感により実践されている。 とはいえ、そうであっても２社

ともオンライン・オフラインなどお客様へのアプローチなどを時代に合わせて進化していかなければならない。如何に集客を継続でき

るか？ それが２社の成長拡大だそうです。

「こだわり」とは強いものです。受け継ぐ前。受け継いだ後に親子でぶつかる事もあるでしょう。ですが、親子でコミュニケーションを

取って解消していく外ないと思います。

オーナー社長業は次代を育てて初めて成功と言えるのではないか。自分の代だけでは５０点、次代を育てて及第点。会社は一代で

繁栄することもあるし、一代で滅ぶこともある。

強い、強い「事業へのこだわり」を絶えることなく伝承していかねばならない。とありました。 私は親父から「未来永劫」続く会社を託さ

れました。全てにおいて宇宙の真理「蒔かぬ種は生えぬ」「善因善果」「悪因悪果」このことを社員一同正しく認識し、後継者にもこの

「こだわり」を継承したいと考えています。

地域社会の経済発展月間
米山月間

国際ロータリー第2660地区 2023-2024年度

地区大会「分科会」へのご案内

12月8日(金)に行われる「分科会」につきまして重ね

てご案内いたします。

＊分科会Ⅰ：会長・幹事 部門

・大会決議案上程と講演を行いますので、会長は

必ずご出席ください。

講演会では、昨年話題となった映画「桜色の風が

咲く」の主人公のモデルとなり、 盲ろう者として世

界初の大学教授となった福島 智 氏にご講演いた

だきます。

会長、幹事のほか会員どなたでもご参加頂けます。

＊分科会Ⅱ：シンポジウム

・青年会議所のメンバー, ローターアクター、学友

などの目にはロータリーはどのように映っているの

か？これからのロータリーに必要な会員増強に繋

がるクラブ活性化について考えます。

クラブ奉仕・拡大増強部門、国際・社会奉仕部門 

担当委員長ほか、すべての会員の皆様にご参加い

ただけます。

＊分科会Ⅲ：講話・エクスカーション

・途上国に希望を届けてきた、テノール歌手の橋

本 恵史 氏による講演と音楽をお楽しみ ください。

また、世界初のRACによるグローバル奨学金事業 

承認の大立役者となった、元米山奨学生 モンゴル

在住 の バヤンバット・トゥメンデルゲル 氏にも講話

をいただきます。

青少年奉仕部門 担当委員長ほか、すべての会員、

ご家族の皆様、ロータリーファミリーの皆様のご参

加をお待ちしております。

【カウンセラー】新会員の皆様をクラブにとけ込める

ように援助される会員です。

【 推薦会員 】

例会開始の定刻になりますと、親睦活動委員と

SAAは最後に席に着きます。貴方の席は推薦会員

又はカウンセラーの隣に用意されています。これは、

ロータリーやロータリークラブに早く慣れて戴くため

であり、推薦会員又はカウンセラーから貴方にアド

バイスをして戴くためです。貴方は貴方を推薦され

た会員にご迷惑を掛けないように、ロータリアンとし

ての言動・行動に心をくばり、クラブ奉仕に努めて

下さい。

【 S・A・A 】

例会は全て 赤いタスキをしたS・A・A 会場監督の

権限と責任に於いて運営され、例会の時間中全て

の会員は S・A・A の指示に従うことになります。

【 昼 食 】

１２時１５分から、ランチタイムに入ります。食事は

同じテーブルの方々と話をしながら、和気藹々の雰

囲気を楽しんで下さい。特に貴方の両隣の方とは

大いに話しをしてリラックスして下さい。

【 点鐘・ロータリーソング 】

１２時３０分、クラブ会長の点鐘の合図で例会が始

まります。そして全員起立してロータリーソングを歌

います。特に、ロータリーソングの「奉仕の理想」と

「手に手つないで」は日本のロータリーの会合では

良く歌われますので、早く覚えられることをお奨めし

ます。

尚、毎月の第一例会では、ロータリーソングの前に

国歌を斉唱します。

【 紹 介 】

つづいて、親睦活動委員が来訪者（ゲスト・ビジ

ター）の紹介をします。

ビジターの紹介は海外RC、地区外RC、RI２６６０地

区内RCの順で、遠隔地のクラブより紹介されます。

又、同地区内RCの場合は、出来ればそのクラブの

歴史に敬意を表して古いRCから紹介したいもので

す。

【 会長の時間 】

会長の時間には、会長による会務の報告が行われ

ます。

会長は、RIや地区 等からの通知・要請・報告等の

会務と、会員の慶弔に関する事項等の報告をされ

ます。

ロータリーの任期は殆んど一年ですから、一年毎に

新しい会長が就任します。

新会員のためのロータリー入門 会長は会長に成る前の会長エレクトの時から会長

研修プログラムを受けられ、良く勉強されておられ、

ロータリーの理念に対する熱い想いを会員に伝え、

これを育むことを心掛けられていますので、大変勉

強になります。

２０２３～２４年度

第1回ＩＭ情報集会 開催決定のお知らせ②

【第5班】

リーダー     迫谷 聡太

サブリーダー 田原さおり

日 時：2023年10月31日（火）18時30分～

場 所：ラ・ポルタ

大阪市西区江戸堀１丁目９－１肥後橋センタービル

Ｂ１Ｆ （地下鉄四ツ橋線肥後橋７番出口上がる）

電 話：06-6444-5916

会 費：9,000円

※出欠連絡 10/26（木）までに事務局まで



9/21 9/28 10/5

HC出席 28(2）名 29(3）名 29(2）名

MU出席 5(0)名 2(0)名 2(0)名

修正出席率 76.74％ 70.45％ 72.09％

（10/12）の出席者数：21名（1）

ゲスト  1名：米山奨学生 範 虹宇 さん
ビジター3名：八尾ロータリークラブ

 会長 児林 秀一 様
 倉内 雅寛 様
 野村 俊隆 様

10/12 出席率：50.00％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：51名（免除10名）

出席報告 10月12日

委員会報告

幹事就任挨拶 井戸田幹事幹事報告

≪これからの予定≫

【1】 10/18（水）地区職業奉仕「卓話講習会」

（中西職業奉仕委員長出席）

【2】 10/22（日）END POLIO NOWチャリティーハロ

ウィンパーティー

【3】 10/24（火）衛星クラブ例会 19：00～

【4】 10/26（木）第2回クラブフォーラム

例会後、第2回創立60周年実行委員会

≪連絡事項≫

【1】 地区大会の出欠締め切りを10月24日（火）

 とさせていただいております。受付の出欠

 ボード又は事務局まで必ず回答をお願いいた

します。

【2】 10/26（木）の卓話の時間は第2回クラブフォ

 ーラムを予定しております。テーマは「60周

年記念式典について」です。多数のご出席

 よろしくお願い致します。

【3】 11/16（木）は夜間移動例会で、友人紹介例

 会を開催いたします。場所はガーデンオリエ

ンタル大阪です。より多くのご友人をクラブ

例会にお誘い下さいますよう宜しくお願い

いたします。

2023年10月12日 米山奨学生範さん卓話

◎米山奨学委員会  河村委員長
この度、表 会員にメジャードナーを、溝畑会員、西
村会員に準米山にご協力いただきました。また石
田会員、北川会員、山村会員、横谷会員にご協力
いただきました。有難うございました。
引き続き皆様のご協力をよろしくお願い致します。

1974 年 大阪府生まれ
大阪市立大学文学部社会学コース卒業
2004-05年 国際ロータリー第2660地区 国際親
善奨学生（スポンサー：東大阪東RC）
2006 年 英国ブラッドフォード大学国際開発学科
国際開発マネージメント学部 修士課程終了
NPO 法人 TICO(Tokushima International 
Cooperation Organization)の駐在スタッフとして、
アフリカ、ザンビア赴任。農村開発事業に従事
2007 年 外務省草の根支援事業の現地マネー
ジャーとして、アフリカ マラウィ赴任。医療支援事
業に従事
2008 年 NPO 法人 TICO の JICA 草の根支援事
業の現地調整員として、カンボジア赴任。医療支
援事業に従事
2009 年 NPO 法人サイド・バイ・サイド・インターナ
ショナルの駐在スタッフとして、カンボジアにて総
合的村落開発と救急医療支援事業に従事
2013 年 Demeter Cambodia として、地方部の医
療機関の敷地にてハーブの栽培、加工を開始
2015 年 Roselle Stones Khmer Co., Ltd.を現地法
人としてカンボジア商務省にて登記。代表取締役
(Managing Director)就任 デメテルハーブティー
の名前でオリジナルブランド展開

企業理念
ローゼル・ストーンズ・クメールの事業の根幹には、
代表・西口の国際開発の現場での体験が大きく
反映されています。NGO職員として国際開発事業
に携わる中で、助成金や寄付のみに頼った開発
プロジェクトの課題と、地域経済が一定以上に発
展するときに必要になる柔軟かつ迅速なサポート
の必要性を感じました。これらを解決するひとつ
の手法として、「学校ハーブ園プログラム」が会社
の事業に組み込まれています。一方通行で一回
きりの支援ではなく、コミュニティーの成長発展に
寄り添いながら、会社として事業を持続的に展開
し、世界中にカンボジアの素晴らしい製品を発信
していくこと。開発の現場に長年関わってきたから
こそ見える課題と可能性に、社会企業という形で
取り組んでいます。
VISION
カンボジアに根を張り、産業と雇用を生み出すこ
とで発展に関与し、カンボジアから世界中の人々
に、笑顔と健康な毎日のパートナーとなる素晴ら
しい製品をお届けすることを目指します
MISSION
1. カンボジアにある材料を用い、素材の良さを損
なわず、使う方を笑顔にする製品を提供します
2. 生産者や学校、工房スタッフなど関わる全ての
人が希望と自信をもって自らの人生を選択してい
く一助となることを目指します
3. 職業を通じて社会の課題改善へ貢献するため、
「学校ハーブ園プログラム」を実施します

西口三千恵（にしぐちみちえ）さん略歴 心に残るロータリアンの言葉

「人材の森 ロータリー」

以前から私は森林浴に興味を持っておりますが、
森の木はフィトンチッドという芽香物質を発散して
います。一本一本の木ではそれが風に吹きとばさ
れてしまうのですけれども、森になるとさわやかな
空気になります。寿司屋に行くとネタの入ったケー
スの下に杉の葉が敷いてありますが、あれは杉
の葉の殺菌力を利用しているのだそうです。
心理的にも生理的にも、森に入ると人間はとても
さわやかになるのはそのためです。
ＲＣとは、ロータリアン銘々が森の木と同じよう
に、それぞれの経歴、思想、個性に応じた香しい
雰囲気を放ち、その中に身をひたすことで森林浴
と同じく心の健康、場合によれば体の健康までそ
こから得ることが出来る。そういう組織なのではな
いかと思います。ゆえに、ロータリーは人材の森、
ロータリーライフは森林浴であると唱えておるわ
けです。
私が、人材の森を思いついたのは直感的なもの
でしたが振り返って考えれば、その時私の胸には、
「初心」ということがあったのだと思います。初心と
いうものは、誰が何と言おうと美しいものでござい
ます。私の所属するＲＣの昨年度の会長は、創立
以来25年間無欠席でした。彼と雑談をしていたと
き、初めの頃は出席率向上のためにどれほど苦
労したかをあれこれ思い出し、同じ苦労をなめた
仲間と次第に友情の絆を強めていった経過を語り
合いましたが、それを語る彼の顔がドキッとする
ほど美しかったのです。25年前の初心の風が吹
いていたからです。人間にとって「初心」ほど美し
いものはないと思うのです。仕事をしようという声、
例会に出ようという声、たまには家族サービスをし
てよという奥さんの声、さまざまな声をより合わせ
て人生を編む、ここに妙味がある。そう考えると
ロータリーのクラブライフは、人としての器量を養
うまたとない場面である、というふうに考えられる
のであります。

森 三郎 2570地区ＰＤＧ「私のロータリー」より

２０２３～２４年度

第1回ＩＭ情報集会 開催決定のお知らせ①

【第1班・第4班】合同

第1班リーダー 新井繁太郎

第4班リーダー 滝川 晃

日 時：2023年10月26日（木）18時30分～

場 所：響－ＨＩＢＩＫＩ－

大阪市中央区島之内二丁目10番33号

（日本橋駅より徒歩5分）

電 話：06-6210-4322

会 費：5,000円（飲み放題付コース）

※出欠連絡 10/19（木）までに事務局まで
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